
   光は波動,「光速度可変」  
The light is wave and the light velocity is variable  
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特殊相対性理論の「光速度不変原理」を Michelson-Morley の実験に沿い，検証を行う． 

ここで用いる cvl ,,  は鏡面と観測点の距離，地球の公転速度，光速であり 2 つの座標系

SS ′, で記述される．これに光の波動の伝搬と，質量零・速度c の仮想粒子（光量子）の走行

を適用する．  

垂直方向の光跡の作る直角三角形，斜辺 L2 ，対辺 l2 ，角度θ では，ピタゴラスの定理より 

                lL 2sin2 =⋅ θ               (1) 

である．一方，相対性理論は，以下に示す数学上の矛盾を，2 重の誤りで説明した． 

               lL 2sin2 2 =⋅ θ                      (2) 

S 系，光の伝搬の S ′ 系への変換により， SS ′, 両系の垂直，水平両方向の光の一致を得る． 
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この一致にローレンツ収縮は不必要，光は波動を示す．次に S ′ 系から， S 系への変換 
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は数学上の矛盾を含む．時間・空間はローレンツ変換と，相対時間の同時刻の定義により 

( )
　　　であり　

c

l

vc

l

vc

l

c

vtl 2
sin

222
2222

2

2
12

=⋅
−−

=
+

θ             (5) 

c

l

vc

l

vc

lc 2
sin

2
sin

2
22

2
22

=⋅
−

=⋅
−

θθ                         (6) 

  これは，相対性理論とは，光を波動から仮想粒子の走行 cl /2 への変換を示す．慣性座標

系おいては 0=v ，「粒子速度不変」であり，「光速度不変」と「粒子速度不変」は同意義であ

り，Newton-Galilei 変換で

ある． 

光は波動であり，座標系に

おいて「光速度は可変」であ

る． 
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時間の変換 

空間・時間の変換 
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